
名湯“おらほの湯”薬草当帰が効くよ！

賀

状
を
貰
っ
て

か
ら
三

ヵ
月

も

経
つ
と
物
事
に
新

鮮
さ

が
薄

れ
る

感

は
否

め
な

い
。

年
の
始

め
が
一

月

で
、
確
か
に
様

々
な
抱
負
や

希

望

を
語
る
習
わ
し

に
な
じ
ん
で

き

た
。
け

れ

ど
も

、
世

の
中

が
実

際

に
新
し

く
動
き
出
す

の
は
、
四
月

と
い
う

気

が
す

る
。

人

事
異
動
・
新
学

期
・
年
度
始

め
な

ど
な
ど
、
人

々
の
始
動
の
月

と

い
っ

て
よ

い
だ
ろ
う
。

焦
ら

ず
、
腐

ら
ず

、
威
張

ら
ず
、

傲
ら
ず

、
怒
ら
ず
、
自
分

の

ペ
ー

ス
を
よ

く
わ
き
ま
え
て

「
知
足
安

分
」
「

安
全
運
転
」
で

、
平

成
六

年
度

へ
、
さ
あ
出
発
し
よ
う

。

因

み
に
四
月

の
月
の
異

名
を
調

べ
て
み

た
が
相
応
し

い
の

が
な

い

の

が
物
足
り

な
い
。
卯
月

、
卯
の

花
月

、
花
残
月

、
得
鳥
羽
月

、
こ

の
羽
鳥
月

、
夏

初
月

、
と
。

せ
め
て
鳥

、
羽

な
ど
の
文
字

が

み
ら

れ
る
の

が
始
動
の
月
を
思

わ

せ

る
と

い
え
よ
う

か
。
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広報よもぎた

平 成 ６ 年 度 村 の 予 算

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

子

孫
安
住

の
楽
土
を
築
く
為

、
議
会
共

々
誠
実
に
行

政
を
進

め
て

参

り
ま
し

た
。
幸

い
に
し
て
村
民
各
位

の

ご
理
解

あ
る

ご
協
力

を
賜
り

、
村

行

政
に
さ
し

た
る
遅
滞
を
生
じ

な

い
で
新

年
度

を
迎
え

る
こ
と

が
で

き

ま
し

た
。
心

か
ら
厚
く
感
謝

と
お
礼

を
申
し
上

げ
ま
す
。

し

か
し
な

が
ら
、
国
政

の
面

か
ら
ふ
り

返
っ
て
み
ま
す

と
、
平
成
五

年
度

は
、
実

に
大
き
な
変
革

の
年
で
あ
り

ま
し

た
。

い
わ
ゆ
る
五

十
五

年
体
制
の
崩

壊
と
連
立
政
権

の
誕
生
、
戦

後
最
長
の
不
況

、

ガ
ッ
ト

交

渉
に
お
け

る
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク

セ
ス
の
受
入

れ
、
観
測
史
上

稀
に
み

る
冷

夏
に
よ
る
農
漁
業
の
大
被
害
、
政
治
改
革
法
案

の
難
産
に
伴
う
新

年
度
予

算
の
越
年

、

ゼ
ネ

コ

ン
汚
職

等
に
よ
り
生
じ

た
極
度

の
政
治
不

信
等

々

枚
挙
に

い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。

特
に
村
行

政
に
と
り
ま
し
て

は
、
不

況

と
冷
害
、
予

算
の
越
年

が
大

き
く
影
響
を

い
た
し

ま
し

た
。

即

ち
、
地

方
交
付
税
の
伸

び
悩

み
、
起

債
枠
、
補
助
金

の
変
更

と
不

透
明
さ
な

ど
が
相
重
っ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
こ

と

が
、
自
主

財

源
に
乏
し
く

、
大

き
く
国
や
県

の
財
政
援

助
に
依
存
し
て

い
る
か

が
村

と
し

て
は

、
平

成
六
年
度

の
予

算
編
成

に
苦
労
し
た
要
因

に
な
り

ま
し

た
。反

面

、
村
民

の
ニ
ー

ズ
の
多

様
化
と
そ

れ
に
対
応
す

る
要
望
は

高
ま

る
一
方

で
隕
ら

れ
た
財
源
の
中

で
大

い
に

苦
慮

致
し
ま
し

た
。

具

体
策
と
し
て

は
、
懸
案

の
上
下

水
道

問
題
、
高

速
交
通
体
系

の
整

備
（
二
八

〇
号

バ
イ

パ
ス

）
、
教

育

文
化

施

設

設

備

の

整

備

充

実

、

広
域
的
立
場

の
廃
棄

物
・
屎
尿

処
理
施
設

の
整
備
等

々
か
お
り
、
そ

の

解
決

を
図
っ
て

い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

柱

の
二

つ
は
、
福

祉
行

政

の
充

実
で
あ
り
ま
す

。
具
体

的
に
は
、

ゴ
ー
ル
ド

プ
ラ

ン
の
精

神
を

生

か
し

、
在
宅
介

護
の
万

全

を
図
る
こ

と
で

あ
り
ま
す
。

緊
急
通
報

シ

ス
テ

ム
（

福
祉
安
心
電

話

）
の
完

備
、
ヘ

ル

パ
ー
・

保
健
婦
の
充
実

、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

の
組
織
化

、
救

急
医
療
関

係

と
の
連
係
体
制

の
確

立
、
地

域
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
建
設

、
社
会
福

祉
法
人

立
の
特
養

ホ
ー

ム

の
誘
致

等
々
を
考
え
て

い
か
な
け

れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

柱

の
三

つ
は

、
教
育
文
化
面

に
お
け

る
施

設
設
備

の
充
実
で
あ
り

ま

す
。

高
齢
化
社
会

は
、
生
涯
学

習
の
必
要
性

を
よ
り

た
か
め
ま
し

た
。

幼
・
小

・
中
・
高
・

青
・
壮
・

老
の
あ
ら

ゆ
る
年
齢
層

に
応
じ

た
体
系

的
な

教
育
文
化
施
設

設
備
の

整
備
は
、
生

き
甲
斐

の
あ

る
生
活
を

送
る

為
に
早

急
に
な

さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
事
業
で
あ

る
と
い
え
ま
し

ょ

う
。
又

、
Ｃ
Ｃ

Ｚ

の
指
定
を
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
住
み
よ
く
、

楽
し

い
環
境
の
整

備
に
鋭
意
努
力

を
重

ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

申
し

述
べ
る
ま
で

も

ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

こ

の
よ
う
な
土

合
と
柱
に
よ

っ
て
、
始

め
て
子

孫

安
住
の
楽
土

が
築

か

れ
、
村
民
の
定

住
、
人
口

の
漸
増
に
つ
な

か
っ
て

い
く
も
の

と
考
え

ま
す
。

更

に
、
役
場

は
「
村
民
の

役
に
立
つ
場
所

」
と
理
解
し

、
そ

れ
に
勤

務
す

る
職
員
は

、
特
別

職
を
含

め
て
、
村
民

の
幸
せ

の
為

に
奉
職
し
て

い
る
の
だ
と

い
う

自
覚
を
持
ち

、
服

務
規
律

を
遵
守
し

、
礼
節

を
尊

び
、

郷
土
蓬
田

村
発
展

の
為

に
全
力

を
傾
注
す

る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
本

年

度
当

初
予

算

が
、

こ
れ
か
ら

の
諸
問
題
の
具
現

化
に

か
な
ら
ず
や
寄
与

し
て

い
く
も
の

と
信
じ

て
お
り

ま
す
。

こ

こ
に
村
民
の

ご
理
解
あ

る
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願

い
申
し
上

げ
ま

し
て
予

算
編
成
に
あ

だ
っ
て

の

ご
挨
拶

と
致
し

ま
す
。

平成６年度村当初予算から●2

2０億4千5
百万円で

スタート！

村
長
　
八
　
戸
　
良
次
郎
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地 方 交 付 税 国庫支出金 県 支 出 金 村　　　債 そ　の　他 村　　　税 繰　入　金

1,175,000 千円

57.4%

159,426 千 円

7.8%

137,608 千 円

6.7%

102,400 千円

5.0%

203,525 千 円

10.0%

175,491 千円

8.6 ％

91,901 千円

4.5%

依　　　存　　　財　　　源 自　主　財　源

1,646,785 千 円　　　　80.5% 398,566 千 円　　19.5%

出るお金2,045,351,000 円
Ξ　　　ふ　　　　　　65,928千 円議　

゛　
費　　(

 3.2%)

・議員報酬………………24,612千円

・議員活動費……………7,258 千円

総　　　　　　416,242千円
’゙ 　務　 費　　(20.4%)

・ 交 通 安 全 対 策 費 … … …3,028 千 円

・ 玉松園カンド ーパーク整備工事費48,000 千 円

・ 青 森 県 知 事 選 挙 費 … …2,037 千 円

・ ﾌﾞﾙｰﾛｰ ﾄﾞｸﾞﾙﾒｳｫｰｸ 経費　2,500 千 円

民259,256 千 円
生　 費　　(12.7%)

・老人福祉費……………34,445 千円

・社会福祉施設費………61,293 千円

・防犯対策費……………1,879 千円

・児童手当………………8,195 千円

り呆育所費………………75,242千円

衛　 生　 費
143,217 千円

( 7.0%)

・ 青森地域広域事務組合負担金…41,094 千 円

・ 母 子 衛 生 費 … … … … …3,624 千 円

・ 老 人 保 健 事 業 費 … … …21,534 千 円

・ ふ れ あ い セ ン タ ー 費 …39,960 千 円

3　●平成６年度当初予算から

労　 働　 費 556千円
( 0.0%)

・出稼援護関係費…………125 千円

・労働者協議会補助金……135 千円

a回tn　326ぼ頡

・ 農 業 委 員 会 費 … … … …24,612 千 円

・ 村 営 牧 場 関 係 費 … … …14,952 千 円

・冷 害 対 策 費 … … … … …41,544 千 円

・ ふるさと農道緊急惻蘢事業費…37,900 千 円

・ 蓬田第2 地区農免農道整備事業費…71,341 千 円

・ 水田営農活性化排水対策事業費3,000 千 円

・ 村営 分収林造林 ・下刈事業…10,303 千円

・ 県営蓬田漁港改修事業負担金…9,000 千 円

商6,182 千 円
工　 費　　(

 0.3%)

・商工 会補助金……………800 千円

・観光協会補助…………2,000 千円

・海水浴場運営費…………594 千円

土　　　　　　220,460千円
木　 費　　(10.8%)

・ 郷沢2－1 号線道路改築工事費…　100,00 阡 円

・ 広瀬3－2 号線道路改築工事費……　4,800 千円

・ 阿弥陀JII3-9 号線側溝改良……　2,10 阡 円

・ 除 排 雪 経 費 … … … … …18,533 千 円

・ 準用河辟 沢JII河JII改修事業…48,000 千 円

冫` ″　　　　　　　　　97,648 千 円消　 防　 費　　(
 4.8%)

・ 広域 消防事務 組合負担金… …51,838 千円

・ 防災ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 新築工事（2棟囗9,370 千円

・ 警 鐘 台 建 設 （ ２ 基 ） …4,200 千 円

教 ｔ　　　225,943 千
円，

≡i　費　　(11.0%)

・ 小 学 校 費 … … … … … …21,310 千 円

・ 中 学 校 費 … … … … … …28,268 千 円

（ｺﾝ ﾋﾟｭｰﾀ 導入･ 教室改造経費) 8,116 千円）

・ 幼 稚 園 費 … … … … … …30,070 千 円

・ 公 民 館 費 … … … … … …29,535 千 円

・ ス キ ー 場 運 営 費 … … …1,603 千 円

・ 玉松台スポーツガーデン管理費……　4,671千円

・ 給 食 セ ン タ ー 繰 出 金 …28,858 千 円

災害復旧費　气甼頡

・河川災害復旧事業……21,119千円

公 債 費251 ぷ5頡

・元金…………………147,595 千円

・利子…………………103,430 千円

諸 支 出 金
1千 円

(  0.0%)

予6,669 千 円
備　 費　　(

 0.3%)

入るお金2,045,351,000 円



一
般
会
計
　
村
民
一
人
あ
た
り
出
る
お
金

学校給食センター 特別会計

繰　　入　　金

28,858千円

64.3%

負　袒　金

16,009

千円

35.7%

繰越金

20千円

0.0％

歳　　 入　　　　　44,887 千円

歳　　 出　　　　　44,887 千円

総　　務　　費

28,828千円

64.2%

給　　食　　費

16,059千円

.35.8%

国民健康保険 特別会計

国庫 支出 金

154,545千円

46.9%

国民健康保険棍

132,341千円

40.2%

その他

42,451

千円

12.9%

歳　　 入　　　　　　329,337千円

歳　　 出　　　　　　329,337千円

保 険 給 付 額

210,837千円

64.0%

老人保健拠出金

98,202

千円

29.8%

その他

20,298

千円

6.2%

老 人 保 健 特別会計

支払基金交付金

233,627千円

68.0％

国庫支出金

72,280

千円

21.1%

その他

37,510

千円

10.9%

歳　　 入　　　　　　343,417千円

歳　　 出　　　　　　343,417千円

医　療　諸　費

341,927千円

99.6%

その他

1,∠L90

千円

0.4%

平成６年度当初予算から●　4

広報よもぎた

特
、
別
　
会
　
計
　
の
　
予
　
算



と
り
く
も
う
健
康
！

村
健
康
づ
く
り
大
会ゆ

た
か
な
高
齢
化

社
会
を

め
ざ

し
て

、
健
康

づ
く
り

に
と
り
く

も

う

／
・
を
ス

ロ
ー

ガ
ン
に
二

月
二

十

五

日

（
金

）
村
玉
松
公

民
館

に
お

い
て
蓬
田

村
健
康

づ
く
り
大
会

が

開
催

さ
れ
ま
し

た
。

大
会

で
は
、
高
齢

者
の
歯
科

保

健

の
実
態
と
健
診
結
果
に
つ
い
て
、

細
谷
昭
子

村
保
健
婦

と
青
森

保
健

所
三

浦
千
枝
子
保
健

婦
か
ら
そ

れ

ぞ
れ
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。

続
い
て
、
双
仁
会

青
森
厚

生
病

院

、
加

賀
谷
弓
子
栄

養
士

か
ら

「
歯

を
丈
夫
に
す

る
食
事

の
と
り

か
た
」

と
題
し
て
講

演

が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
健

康
体
操
を

、

青
森
市

の
岩
谷
み
上

さ
ん
の
指
導

に
よ
り

、
に

ぎ
り

っ
こ
を
使

っ
た

健
康

体
操

を
保
健
協

力
員

と
食

改

善
推

進
員
の
協
力

を
得
て
参
加

者

全
員
で
行

い
ま
し

た
。

ま

た
、
昼

食
に

は
食
生
活
改

善
推
進
員

の
み

な
さ

ん
に
よ
る
減

塩

バ
ラ

ン
ス
食

『
け

の
汁
』
の
サ

ー

ビ
ス

が
あ
り

ま
し

た
。

午

後
に
は
、
特
別
講

演
を
「

『
エ

イ
ズ
』
そ
の
現
状
と
対
策
」
と
題

し
、
講
師
に
、
厚
生
省
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
発
症
予
防
・
治
療
に
関
す

る
研
究
班
」
班
員
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
、
森
和
夫
氏
を
お
招
き
し
行

わ
れ
、
参
加
者
は
エ
イ
ズ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

人
間
共
通
の
テ
ー
マ
健
康
に
つ

い
て
考
え
る
有
意
義
で
実
り
あ
る

大
会
は
、
午
後
三
時
前
に
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

生
前
お
せ
わ
に
な
っ
た
と

村
に
寄
付
！

三
月

十
一
日

（
金

）
田
中

キ
ク

（
蓬
田

）
さ
ん

が
役
場
を
訪

れ
、

八
戸
良

次
郎
村
長

に
寄
付
金

十
万

円
を
手

渡
し
ま
し

た
。

田
中

さ
ん
は

、
一
月
二
十
四

日

に
逝

去
茫

れ
た
夫
、
田
中
榮

一
氏

の
香
典

の
一
部

を
寄
付
し
て

く
れ

た
も

の
で
「
夫

は
、
生
前

い
ろ

い

ろ

と
村
の
方

々
に
お
世
話
に

な
り

ま
し

た
。

村
の

た
め
に
お
役
立
て

く

だ
さ

い
」

と
話
し

ま
し
た
。
八

戸
村
長

は
「
村

の
福
祉
に
使

わ
せ

七

い
た
だ
き
ま
す
。

本
当

に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
」
と

お
礼

を

述

べ
ま
し

た
。

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

5 ●健康づくり大会から
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関
　

坂
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さ

か

ゑ
（

八

六

才

）

張
出
大
関
　

松

本
　

も

よ
（

八

五

才

）

関
　

脇
　

工

藤
　

た

か
（

八
四

才

）

″
　
　

三

浦
　

ナ

サ
（

八
三

才

）

″
　

小

鹿

は

る

い
（

八
三

才

）

広報よ もぎ た

見つけよう新しい自分を!
郷土歴史セミナー

一
般
成

人
対
象

の

。
郷
土
歴
史
　

画

等
の
他

、
多

岐
に

わ
た
り

展
開

セ
ミ
ナ
ー
”
が
、
二
月
二
十
八
日
、
　

さ
れ
て

い
ま
す

。
学
習
内
容

が
充

三

月
十
四
日

、
午
後
六
時
三

十
分
　

実
し

て

い
る
こ
と
か
ら
受

講
者
の

か
ら
九
時
ま

で
、
中
央
公

民
館
に
　

学

習
意
欲
も

強
く
、
参
加
者

も
年

お
い
て
開
催

さ
れ
、
受
講
者

加
熱
　

々
増
え

て

い
ま
す

。

心

に
聴
講
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　

今

回
は
、
三
上

強
二

氏
を

お
招

こ
の

セ
ミ
ナ

ー
は
、
社
会

教
育
　

き
し
一

回
目

は
「
津
軽
民
謡

と
津

課

が
昭
和
六
十
一

年
度

か
ら

継
続
　

軽
三

味
線
」
。
二

回
目
は
「

青
森

的

に
開
催
し
て

る
も
の
で

、
青
森
　

県

の
工

芸
」
に

つ
い
て
講
義

が
行

県

の
歴

史
を
紐
解

き
な

が
ら

、
古
　

わ

れ
ま
し

た
。
受

講
者
は
先
生

の

い
時

代
の
蓬
田
村

の
様
子
な

ど
が
　

分

か
り

や
す
く
内

容
の
豊
富
な

講

紹
介

さ
れ
、
そ

の
学
習
分
野

は
、
　

義
に
耳

を
傾
け

、
熱
心
に
メ
モ

を

生
活

様
式
、
産
業
（

農
業
、

漁
業
）
、
取
っ
て

い
ま
し

た
。

信
仰

、
文
学
、
民

芸
、
陶
器

、
絵

は
っ
け
よ
い
の
こ
っ
た
！

長
命
番
付
神
社
に
奉
納
（
長
科
）

三
月
十
三
日
（
日
）
、
長
科
自

治
会
で
は
、
長
科
地
区
の
年
齢
順

を
表
に
し
た
長
命
番
付
を
、
長
科

稲
荷
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

会
場
の
長
科
稲
荷
神
社
に
は
番

付
の
対
象
者
の
他
自
治
会
関
係
者

三
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
午
後

十
二
時
三
十
分
か
ら
、
奉
納
の
た

め
の
神
事
が
始
ま
り
、
神
主
は
次

々
に
番
付
の
名
前
を
読
み
上
げ
、

対
象
者
が
玉
串
を
捧
げ
午
後
一
時

に
終
了
し
ま
し

た
。

こ

の
後
、
親
睦

を
深

め

る
懇

親

会

は
公

民
館
に
移
動
し
て
行
わ
れ
、

会
場
で

は
、
婦
人
会
有

志
の
み

な

さ
ん

の
手

作
料
理
の

も
て
な
し

が

あ
り
ま
し

た
。
高
齢
者

の
み
な

さ

ん
は

お
い
し

そ
う

に
料
理
を
頬
張

り
な

が
ら
、
お
楽
し

み
抽
選
会

な

ど
で

、
楽
し

い
一
日

を
過

ご
し
ま

し

た
。

長
命
番
付
の
上
位
陣
は
次
の
通
り

で
す
。

郷土歴史セミナーから●　6



問
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せ
先

企
画
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へ
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・
皆

ん
な
来
い

・
仲

良
し
も

・
仲

良
し
も

・

凸
凹
が

広
場
は
風
の
子

お
年
頃

に
は

胸
に
ラ

イ
バ
ル

泣

卜
て
笑

っ
て

呼
ん
で
い

る

恋
敵

秘
め
て

い
る

仲
が
良

卜

勝
　
子

さ
く
ら

え
つ
子

啓
　
子

・
仲

良
し
の

・
仲

良
し
も

・
仲

良
し
の

・
よ

も
ぎ
の
湯

こ
ぶ
し

が
逎
で

金
が
か

ら
ん
で

ド
ラ
マ
演

ず
る

家
族
仲
良

く

涙
す

る

縁
が
切

れ

嫁
鯔

背
を

洗
う

尚
　
政

昭
　
夫

清
　
乃

咲
　
子

我
慢
し
た
が
外
米
を

食
べ
る
羽
目
に
、
昧

は

我
慢
で
き
て
も
安
全
性
は
…
…
。



広報よもぎた

ボ
ヶ
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
！

前
号
で
は
、
日
本
人
の
痴
呆
の
６
割
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
脳
血
管
性
痴
呆
に
な
ら
な
い
た
め
の
秘

訣
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
の
中
に
ボ
ケ
て
し
ま
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
る
と
、
そ
の
家
族
の
生
活
は
一
転
し
て
大
変
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
苦
労
は
そ
れ
こ
そ
口
で
は
言
え

な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
ん
な
お
年
寄
り
も
若
い
頃
は
社
会
で
活
躍
し
、
子
供
を
懸
命
に
育
て
苦
労

を
し
て
き
た
人
達
で
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
人
格
を
認
め
、
で
き
る
だ
け
家
族
ぐ
る
み
の
介
護
を
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
介
護
を
す
る
時
の
心
構
え
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
す
。

人
間
は
ボ
ヶ
て
し
ま
う
と
何
も

感
じ
な
く
な
る
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
そ
れ
は
大
変
な
誤
解
で
す
。

ボ
ヶ
老
人
に
も
自
尊
心
や
し
ゅ
う

恥
心
が
あ
り
、
知
的
な
心
の
働
き

は
衰
え
て
も
感
情
は
残
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ヶ
老
人
が
日
常
ど
ん
な
気

持
ち
で
過
ご
し
て
い
る
の
か
を
知

り
、
そ
の
老
人
の
気
持
ち
に
な
っ

て
一
緒
に
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
が

介
護
す
る
上
で
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

①
ボ
ケ
老
人
は
う
つ
に
な
り
が
ち

ボ
ヶ
老
人
は
、
何
と
か
物
忘
れ

を
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
も
の
。
ま
わ
り
の
人

が
き
つ
く
叱
っ
た
り
、
い
つ
ま
で

も
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
が
っ
く

り
と
落
ち
込
ん
で
食
事
も
と
ら
な

く
な
る
ヶ
－

ス
も
あ
り
ま
す
。

②
思
い
違
い
が
多
く
な
る

ボ
ヶ
老
人
は
判
断
力
の
低
下
に

伴
っ
て
、
本
人
は
気
を
張
っ
て
い

る
つ
も
り
で
も
思
い
違
い
を
す
る

事
が
多
く
な
り
が
ち
。
お
金
を
し

ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
て
身
近
な
人

に
疑
い
の
目
を
向
け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

③
な
ん
と
か
正
当
化
し
た
い

失
敗
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
正
当

化
し
た
り
、
質
問
を
わ
ざ
と
と
り

違
え
た
り
、
時
間
か
せ
ぎ
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
少
し
の
こ
と
で
泣
き
出
し
た
り

怒
っ
た
り

健
康
な
老
人
に
と
っ
て
は
何
で

も
な
い
事
が
、
判
断
力
の
弱
く
な

っ
た
ボ
ヶ
老
人
に
は
苦
痛
の
タ
ネ

に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
心
理
的

に
混
乱
し
気
分
が
変
わ
り
や
す
く

な
っ
て
怒
っ
た
り
泣
き
出
し
た
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。

⑤
と
き
に
は
、
い
ば
り
た
い
／

自
分
が
家
長
と
し
て
、
あ
る
い

は
主
婦
と
し
て
家
族
の
中
で
威
厳

を
保
ち
た
い
為
に
、
い
ば
っ
た
り

一
方
的
に
相
手
を
拒
否
し
た
り
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

⑥
つ
い
人
に
頼
り
た
く
な
る

ボ
ヶ
老
人
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
や
場
所
、

人
は

。磑
か
な
も
の
”
と
し
て
そ

れ
ら
へ
の
依
頼
心
が
人
一
倍
強
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
保
護
的

で
安
定
し
た
環
境
づ
く
り
を
心
が

け
、
ボ
ヶ
老
人
の
期
待
を
裏
切
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

ボ
ケ
と
上
手
に

つ
き
あ
う
た
め
に

遠
く
て
近
い
老
い
の
問
題
…
痴

呆
（
ボ
ケ

）
No.4

ボ
ケ
老
人
の
心

ボ
ケ
と
の
上
手

な

つ

き
あ

い
方
を
す

る

為

に
は

、
ま
ず

ボ
ケ

は

一
つ
の
病
気
な

の

だ
と
認

め
る
事

が
大

切
で
す
。

そ
し
て
家

族

み
ん

な
で
長
期
戦

に
な

る
つ
も
り
で
協

力
し
あ
う

事

が
必
要

と
な
り

ま
す
。

ボ
ケ

の
特
性

を
知
り
、
介

護

の
コ

ツ
を
覚
え
て

心
に

ゆ
と
り

を
も
ち

ま
し
ょ
う
。
次
回

は
、

ボ
ヶ

の
症

状
に
対
応

す
る
具
体

策
に
つ

い

て
学
ん
で

い
き
た

い

と
お
も

い
ま
す

。

ボケ老人の介護10則
①
ま
ず
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
、
ボ
ケ
と
い
う
病
気
の
患
者
の
側
に
立
つ
こ
と
。

②

ボ
ケ
老
人
の
言
動
を
取
り
締
ま
ら
な
い
で
／・
　
と
き
に
は
昔
話
も
聞

い
て
あ

げ
る
。

③
患
者
に
何
か
で
き

る
か
を
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

自
分
で
で
き

る
こ
と
は
、
さ
せ
て
あ

げ
る
。

④
患
者

の
落
ち
度
を
責
め
な
い
で
／
し

か
っ
た
り
す
る
と
逆
効
果
。

⑤
患
者
の
前
で
は
病
気
（

ボ
ケ
）
の
こ
と
は
話
さ
な
い
。

⑥
一
盲
葉

だ
け
で
な
く
、
全
身
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
。

⑦
「
あ
れ
も
ダ
メ
、
こ
れ
も
ダ
メ
」
は
逆
効
果
。
状
況

の
許
す
か
ぎ
り
、
「
禁

止
事
項
」
は
つ
く
ら
な
い
。

⑧
患
者
の
身
の
ま
わ
り
は
簡
素
に
、
安
全
に
／・

⑨
余
病
を
併
発

さ
せ
な
い
心
配
り
。

（ｅ

黔
護
の
苦
楽

を
わ
か
ち
合
え

る
仲
間

を
も
つ
。

●痴呆予防教室での一コマ（即興劇：痴呆と共に生きる）



お
知
ら
せ

国

民

年

金

の

「

免

除

」
と
「

追

納

」

国
民
年
金

に
は
、

保
険
料
を
納

め
た
く
て

も
家
計

が
苦
し

く
て
納

め
ら

れ
な
い
と
か
、

失
業
や
災
害

な

ど
で
納

め
る
こ

と
が
で
き
な

い

人

の
た
め
に

、
保
険
料

が
免
除

さ

れ
る
制
度

が
あ
り

ま
す
。

し

か
し
、
国

民
年
金
の
保

険
料

の
免
除
を
受
け

た
期
間
は

、
将
来

、

老
齢

基
礎

年
金

を
受
け
る

と
き
、

保
険
料
を
納

め
た
と
き
の
三
分

の

一
と
な
り

、
老

後
に
不

安

が
残
り

広報よもぎた

平成 ６年 度中 に追 納 す る場 合

ま
す
。

そ
こ
で

、
生
活
に
ゆ

と
り

が
で

き
た
と

き
に
は
、
満
額

の
年
金
を

受
け
る

た
め
、
免
除

さ
れ
た
期
間

の
保
険
料

を
十
年
前
ま
で

さ
か
の

ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を

「
追
納
」
と

い
い
ま
す
。

ま

た
、
昭

和
六
十
一

年
三
月

ま

で
の
免

除
期
間
は
、
当
時

の
保
険

料
で
納

め
ら
れ
ま
す

が
、
昭
和
六

十
一
年
四
月

分
以
降

の
免
除
期
間

を
追
納
す

る
場
合
は

、
一
定
の
額

（
左

表
参
照

）
を
加

算
し

て
納

め

る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

詳
し

く
は

、
役
場

の
国
民

年
金

係

に
お
た
ず

ね
く
だ
さ

い
。

免除期 間
加 算 額

(月 額)

追 納 額

( 月額)

59年 度 6,220 円

60 /7 6,740 円

61 μ 2,690 円 9,790 円

62 μ 2,270 円 9,670 円

63 μ 1,840 円 9,540 円

一兀　 μ 1,390 円 9‘,390円

2　// 950 円 9,350 円

３　 μ 500 円 9,500 円

４　 μ ０ 9,700 円

５　μ ０ 10,500 円

手

芸

教

室

生

（
草
木
染
め
）
募
集
！

と
　
き
　
月
一
回
午
前
九
時
三
〇

分
～
十
一
時
三
十
分
（
第
一
又
は

第
三
日
曜
日
）

と
こ
ろ
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館

期
　
間
　
六
ヵ
月

会
　
費
　
月
額
一
千
円

講
　
師
　
鈴
木
達
子
先
生

募
集
人
員
　
二
十
名

申
込
先
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館
へ

財
形
教
育
融
資

雇
用
促
進
事
業
団

雇

用

促

進

事

業

団

で

は

、

財

形

貯

蓄

を
し

て

い

る

勤

労

者

に

ご
本

人

又

は

ご
親

族

が

、

進

学

や

在

学

中

に

必
要

な

教

育

資

金

の

融

資

を

行

っ
て

お
り
ま

す
。
こ

の
制

度

は

公

的

融

資

制

度

で
す

の

で

利

率

が

低

く

、
利

用
し

や

す
く

な

っ
て

い
ま
す

。

①

融

資

の

対

象

と

な

る

費

用

入

学

金

、
授

業

料

、
教

科

書

代

、

下

宿

代

等

居

住

費

用

な

ど

②

融

資

の

対

象

と

な

る

教

育

施

設

高

等

学

校

、

短

大

、

大

学

、

専

修

学

校

、

各

種
学

校

な

ど

③

融

資

額

財

形

貯

蓄

残

高

の
５

倍
以
内

で

、

そ
の

融
資
限

度

額
は
次

の

と
お
り

進

学

資

金

（

初

年

度

）

三

〇

〇

万

円

修

学

資

金

つ

一
年

度

目

以

降

）

一

五

〇
万

円

④

融

資

条

件

融

資

利

率
　

年

五

・

〇

七
％

平

成
五
年
十
二
月
二
十
二
日
現
在
）

返

済

期

間
　

八

年

以

内

⑤

申

し

込

み

財

形

教

育

融

資

業

務

取

扱

店

の

掲

示

の
あ

る

銀

行

等

金

融

機

関

お

問

い
合

せ

は

、

雇

用

促

進

事

業

団

、

青

森

雇

用

促

進

セ

ン

タ

ー

へ

〒

○

三

〇
　

青

森

市

長

島

二

丁

目

十

九

番

言
万

青

森

東

京

海

上

ビ
ル

七

階

登
○

一

七

七
－

七

七
－

二

三

四

自
衛
官
募
集
！

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
及
び
二

等
空
士
と
し
て
採
用
す
る
陸
上
自

衛
官
、
海
上
自
衛
官
及
び
航
空
自

衛
官
の
平
成
六
年
度
第
一
次
募
集

期
間
、
採
用
試
験
の
期
日
等
が
次

の
と
お
り
定
ま
り
ま
し
た
。

募
集
期
間
　
平
成
六
年
四
月
一
日

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

試
験
期
日
　
募
集
期
間
中
随
時

試
験
場
　
自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡

部
　
青
森
募
集
案
内
所
　
（
青
森

市
長
島
四
丁
目
⊇

二
の
二
十
）

昔
○
一
七
七
－

三
五
－

一
七
五
一

三
沢
基
地
内
大
学

の
学
生
募
集
！

ア

メ
リ

カ
の
大
学
で
あ

な
た
の

実

力
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

い
ま
、
三

沢
基
地
内

に
あ
る

セ

ン
ト
ラ

ル
ー
テ
キ
サ

ス
短
期
大

学
、

メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学

、
オ
ク
ラ

ホ

マ
大
学
院

、
ト

ロ
イ
大

学
院
で

は

平

成
六

年
度

の
学
生
を
募

集
し
て

お
り
ま
す
。

卒
業
し
ま
す

と
ア

メ

リ

カ
の
本

校
と
同
じ

資
格

が
得
ら

れ
ま
す
。

▼
応
募

資
格
一
日
本
国

籍
を
有
す

る
方
で

、
青
森
県
内

に
住
所
を
有

し

て

い
る
方
又
は
そ

の
子

弟
で

、

圉
短
大

・
大
学

二
局
等
学
校

を
卒

業
し

た
方
ま
た
は
そ

れ
と
同
等
以

上

の
学
力

が
あ

る
と
認
め
ら

れ
る

方②
大

学
院
一
大
学

を
卒
業
し

た
方

▼
募

集
期
間
一
平
成

六
年
四
月

一

日

～
四
月
三

十
日

9 ●お知らせ
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▼
募
集
人
員
一
四
大
学
合
わ
せ
て

四
十
名
程
度

▼
選
考
試
験
一
第
一
次
試
験
／
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
・
Ｉ
Ｔ
Ｐ
（
英
語
の
語

学
試
験
）
　
平
成
六
年
五
月
中
旬

第
二
次
試
験
／
面
接
試
験

平
成
六
年
六
月
下
旬

▼
問
合
わ
せ
先
一
財
団
法
人
青
森

県
国
際
交
流
協
会

容
○
三
〇
　
青
森
市
安
方
一
丁
目

一
番
三
十
二
号
　
水
産
ビ
ル
五
階

昔
○
一
七
七
－

三
五
－

二
ニ
ニ

ー

確
定
申
告
が

ま
ち
か
つ
て
い
た
と
き

税
額
を
多
く
申

告
し
て

い
た

と
き

確
定
申
告
書

を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申

告
し

て

い
た
こ

と

に
気

付

い
た

と
き
は
、
「
更
正

の

請
求

」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂

正
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額

を
少
な
く
申
告
し

て

い
た
こ

と
に
気
付

い
た

と
き
は
、
「
修
正

申
告
」

を
し

て
正
し

い
税
額
に
修

正
し
て

く
だ
さ

い
。

確
定
申

告
を
忘
れ

て
い
た
と
き

確
定

申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
の
に
、
申
告
書

の
提
出
を
忘

れ
て

い
た
と
き
は
、

た
だ
ち
に
確

定
申
告

を
し

て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相

談
室

に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

婦
人
週
間
県
婦
人
会
議

記
念
講
演
の
案
内

平
成
六
年
度
労
働
保
険
料

申
告
納
付
に
つ
い
て

事
業
主

の
皆

さ
ん
へ

労
働

保
険

の
申

告
、
納
付
は

お

済
み

で
す
か
。
平

成
五
年
度

確
定
、

平
成

六
年
度
概
算

保
険
料
の
申
告

の
時

期

が
き
ま
し

た
。

提
出
期
限

は
、
五
月

十
六
日
で
す

。

早

め
に
お
近
く

の
銀
行
又
は
郵

便
局

へ
提
出
・
納
付
し

て
く

だ
さ

い
。
又

、
申
告
、
納
付

が
同
時
に

出
来
な

い
と
き
は
、
申

告
書
を
最

寄
り
の

労
働

基
準
監
督

署
又
は
、

青
森
労
働

基
準
局
、
県
雇

用
保
険

課
へ
提
出
し

納
付
に

つ
い
て
御
相

談
く

だ
さ
い
。

と
　

き
　

平

成
六
年
四
月
二

十
七

日

（
水

）
午
前

十
時
～
午

後
三

時

ま
で
。

と
こ
ろ

よ
目
森
市

文
化
会
館
４
Ｆ

小

会
議
室

問
い
合
せ
先
　

青
森
労
働
基

準
局

青

森
県
雇
用

保
険
課

あなたは天国　家族は地獄=一 交通安全は家庭か飲んで 乗る

青森県交通対策協議会

県内の交通 事故概況

２月 累計

死
者
の
つ
ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者
１

（２）

発

生

563

(546)

1,210

(1,128)

高　 齢　 者　 の　　死　　者
４

（ ４）

ｙ

｜
卜

ベ
ル
ト

着　　用　　義　　務　 者

(着けなければならない人)

４

（ ５）死

者

3

(8)

8

(12)
非　　　着　　　用　　　者

(着けていなかった人)

３

（５）

傷

者

718

(657)

1,561

(1,364)
着けていれば

助かったと思われる人

２

（３）

（　 ）内は前年O 累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

春 の全国 交通安 全運動

み
～
つ
け
た

運動 の重 点

(1)子 ども と高齢者 の交通 事故 防止

(2)シ ートベ ルトの 着用の 徹底

(3)飲 酒・無謀 運転 の追及

平 成６年 ４月 ６日～15 日

ひと息ついて

みぎ・ひだり～

スロ ーガ ン

～ とびだ すな

７３

毎月 １日は交 通安 全家 庭の 日　10 日 、20 日、30 日は交通 事故 ゼロの 日

=シ ート ベ ルト　 しめる 心 が　 身を 守る

玉松海水浴場で丸太を使っ

たテーブル４卓、イス８脚を

見つけ ました。

これは、社団法人東北建設

協会が寄贈してくれたもので、

夏の海水浴客には喜ばれそう

です。

み～つけた／お知らせ●　10

と
　
き
　
平
成
六
年
五
月
三
十
一

日
（
火
）
十
二
時
四
十
五
分
～
十

五
時
四
十
五
分

と
こ
ろ
　
青
森
市
文
化
会
館
大
会

議
室
（
５
Ｆ
）

講
　
師
　
佐
藤
洋
子
（
東
京
都
豊

島
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

所
長
　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

定
　
員
　
五
五
〇
名

入
場
料
　
無
料

問
い
合
せ
先
　
青
森
婦
人
少
年
室

青
森
市
新
町
二
丿
四
－

二
五

音
○
一
七
七－

三
五
－

一
〇
三
三

訂
正
し
ま
す

広
報
三
月
号
、
お
く
や
み
の
欄

で
森
ヨ
ヱ
さ
ん
の
名
前
が
ヨ
コ
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
訂
正
し
お

詫
び
し
ま
す
。

( 平成６年)
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こ
の
村
に
来
て

◆

ご
出
身

と
当

時
の
お
仕

事
は

青
森
市
戸
門

出
身
で
五
所
川

原

農
林
高
校

、
農
業
大
学
校

を
卒
業

し

青
森
市
内

の
農
薬
会
社

に
勤
め

ま
し

た
。
営
業

の
仕
事
了

逢
田

農

協

に
は
特
に
大

事
に
し
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。
五

農
出
身
と
言
う

と

み

な
さ
ん
親

切
に
し

て
く

れ
る
ん

で
す
よ

（
笑

い
）。

◆
嫁

い
で

き
た

と
き
は

夫
（
宏
さ
ん

）
は
、
山
の
中

と

い
う

こ
と
で
少
し
気

を
使
っ
て
み

た

い
だ
け

ど
、
私

は
ま
っ
た
く
不

自
由

と
か
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。

運
転
免
許

も
あ
っ

た
し

、
な
ん
た

っ
て
土

と
生
き
る
五

農
高
校
出
身

で
す

か
ら
。

（
笑

い
）。

◆
住
ん
で
み
て
　

。

「
あ
ず

ま
し

い
」

、
爺
さ
ん
婆

稲
　

葉
　

ひ

と

み
（
高
根
）
さ
ん

さ

ん

か

ら

子

供

ま

で

知

っ

て

る

か

ら

安

心

。

今

で

も

電

話

す

る

と

み

ん

な

す

ぐ

集

ま

っ

て

来

ま

す

よ

。

（

笑

ヒ

。

◆

ス

ポ

ー

ツ

は

得

意

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

昔

か

ら

人

数

合

わ

せ

要

員

で

す

。

（

人

数

合

わ

せ

？

）
チ

ー

ム
で

何

人

足

り

な

い

か

ら

と

声

が

か

か

る

や

つ

（
笑

い

）

。

（

体

協

の

バ

レ
ー

部

員

で

は
？

）

そ

れ

も

人

数

合

わ

せ

で

す

よ

（

笑

い

）。

◆

趣

味

は

読

書

で

す

。

マ

ン

ガ

か

ら

青

森

農

業

や

現

代

農

業

ま

で

何

で

も

。

◆

活

動

し

て

い

る

こ

と

は

小

学

校

の
Ｐ

Ｔ

Ａ

で

育

成

部

の

部

長

を

や

ら

せ

て

い

た

だ

い
て

ま

す

。

サ

ー

ク

ル

や

団

体

活

動

で

い

ろ

ん

な

人
と
接

す

る
事

が
楽
し

い
。

そ

こ

で

み

な

さ

ん

に

呼

び

掛

け

た

い
の

で

す

が

、

「

趣

味

の
サ

ー

ク

ル

で

も

何

で

も

少

し

興

味

を

感

じ

た
ら

一
回

、
顔

を
出
し

て

は

し

い
」
。

そ

こ

に

集

ま

っ

て

い
る

人

は

人

を

嫌

っ

た

り

す

る

方

は

い
ま

せ

ん

か

ら
。

い

つ
も

同

じ

メ

ン

バ

ー

だ

と

何

か

張

り

合

い

が

な

く

な

り

ま

す

よ

ね
。

◆

将

来

の
夢

早

く

子

供

（

真

亜

子
「
小

四

」
、

知

也
「

小

二

」
、
奏

子
「
二

ヵ

月

」
）

を

大

き

く

し

て

一

緒

に

い

ろ

ん

な

所

へ
遊

び

に
行

き

た

い
。

（

ち

な

み

に

九

人

家

族

）

◆

村

の

良

い

と

こ

ろ

空

気

み

た

い

に

何

気

な

く

自

然

の

ま

ま

居

れ

る

。

◆

村

に

要

望

す

る

こ

と

特

に

は
あ

り

ま

せ

ん

。

玉

松

周

辺

も

い
ろ

ん

な
施

設

が

造

ら

れ

整

備

さ

れ

て

き

て

い
る

か

ら

自

然

に

大

が
集

ま

り

、
集

ま

る

所

に

は

住

む

よ
う

に

な

る

と
思

い
ま

す

。

あ

の
・
…

玉

松

太

鼓

に

踊

り

を

つ

け

た

ら

見

る

側

も

楽
し

め

る

と

思

い

ま

す

が

ど
う

で
し

ょ

う

か
？

私

は
踊
り

ま

せ
ん
よ
。

こ
の
身

長

二

七

〇

セ

ン
チ

）

で

間

違

え

る

と

凄

く
目

立

つ

の
よ

ね
。

私

よ

り

大

き

い
大

、
蓬

田

に

Ｉ
杯
来

て
ほ
し

い
。

大

き

い

人

の

後

ろ

で

踊

り

ま

す

か

ら

〔

笑

い
〕
。

◆

最

後

に

赤

ち

ゃ

ん

の

１
ヵ
月

検

診

、

お

世

話

に

な

り

ま

す

の

で

よ

ろ

し

く

お
願

い
し

ま

～

す

。

４月行事予定表　　　　　　　　　　
30　　　　27　25　20　19　18　　　　17　13　11　　8　　　　7　　6　　4　　3　　1 日

土　　　　水　 月　 水　 火　 月　　　　日　　水　 土　 金　　　　木　 水　 月　　日　　金 曜

ブ　
陶　 大　 書　 陶　 乳　 書　 手　 中　 陶　 書　 幼　 蓬　 蓬　 陶　 書　 中　 保

ル　　芸　 掃　 道　 芸　 児　 道　 芸　 央　 芸　 道　 稚　 中　 小　 芸　 道　 央　 育
｜　　教　 除　 教　 教　 健　 教　 教　 公　 教　 教　 園　 入　 入　 教　 教　 公　 所
Ｙ　　室　 検　 室　 室　 診　 室　 室　 民　 室　 室　 人　 学　 学　 室　 室　 民　 入
ド　　　　査　　　　　　　　　　　　　　　　館　　　　　　　園　 式　 式　　　　　　　館　 所

グ　　9　　　　　13　　9　　13　13　　9　　開　　9　　13　式 八　　八　　9　　13　開　 式
ﾉﾚ　　時　 一　 時　 時　 時　 時　 時　 館　 時　 時　　　　午　 午　 時　 時　 館
メ　30　 村　30　30　s　　30　30　　　　30　30　　　　 後　 前　30　30　　　　10
ｽﾌ　 分　 内　 分　 分　 一　 分　 分　　　　分　 分　　　　－　 一　 分　 分　　　　時
｜　　　　‾　 Ｓ　　　　中　　Ｓ　　Ｓ　　　　　　　　　Ｓ　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ　　　　　３０
ク　　　　　　15　　　　ﾂﾞﾐﾗ　15　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　15　　　　分
冊　　　　　　時　　　　ふ　 時　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　時
ま　　　　　　　　 呂
で　　　　　　　　　　　　　　　　館

心

行

事

企　 中　 民　　　　中　 民　　　　　　　　　　　　中　 幼　 中　 小　　　　　　　中　 保
央　　　　　　　央　　　　　　　　　　　　　　　央　　　　　　　　　　　　　　　央

画　 公　 生　　μ　　　公　 生　　･･　　μ　　　μ　　　7/　　公　 稚　 学　 学　　μ　　　μ　　公　 育
民　　　　　　　民　　　　　　　　　　　　　　　民　　　　　　　　　　　　　　　民

課　 館　 課　　　　館　 課　　　　　　　　　　　　館　 園　 校　 校　　　　　　　館　 所

担

当

11 ●行事予定／
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広報よもぎた

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

一
　
皆

さ
ん
の
い
き

い
き

と
し

た
顔

が

ニ

レ

ド

ハ

ら

も
う

十
年
に

な
り

ま
す
。
昭
和

蓬
田
村
の
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
昨
年
は
凶
作
に
不
況
と
、

あ
ま
り
良
い
年
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
広
報
「
よ
も
ぎ

た
」
で
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

五

十
九
年
運
輸

省
東
京
航
空
局

に

採
用
さ
れ
、
三
度

転
勤
し

、
現

在

は
羽
田
空
港

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

職
場
は
管
制

塔
の
横
に
あ
り

、

毎
日

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
爆
音
を
背
に
、

職
員
九
十
四

人
で
沖
合
展
開

事
業

を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
沖

合
展
開

事
業
は

、
成
田

、
関
空

と
並
ぶ
運

輸
省

の
三
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一

つ
で
東

京
都

が
埋

立
て

た
土
地
を

地
盤

改
良
し

、
羽
田

空
港
を
沖
合

へ
移

転
拡
幅
す

る
も
の
で
す
。
工

人口と世帯数

(２月28日現在)

総人口3,939 人
男　1,893人
女　2,046人

世帯数1,057世帯

２月受付分

お誕生おめでとうございます

事
は
Ｉ
～
ｍ

期
ま

で
あ
り
ま
す
。

昨
年
九
月

に

ビ
ッ
ク

バ
ー
ド
が

オ
ー

プ
ン
し
ま
し

た

が
、
Ｈ

期
工

事

が
完
成
し

た
時
で
も
あ

り
ま
し

た
。
私

は
道

路
の
設
計
図

か
ら
工

事
費
を
算
出
す

る
積
算

を
担
当
し

ま
し

た
。

そ
の
工

事
を
蓬

田
村
に

例
え

る
と
、
中

沢

上

咼
根
の
道
路

工
事

プ
ラ

ス
「
ｃ
ｃ
ｚ

計
画
」

と

同
程
度

の
規
模
で

、
莫
大
な
量

の

書
類

と
迫
る
開
港
日

の
た
め
、
心

身
共

に
苦
し

い
時

が
あ
り
ま
し
た
。

し

か
し

、
完
成

後
自
分
の
担
当

現

場

を
見

た
時

の
気

持
は
、
一

生
忘

れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
職
場
も
三

年
に
な
り

、
今

運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
東
京
港
工
事
事
務
所

運
輸
技
官
吉
　
崎
　
将
　
人
さ
ん

年
は
転
勤
の
年
に
当
り
ま
す

が
、
蓬
田
の
よ
う
な
人
と
自

然
の
あ
る
所
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
今
後

こ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、

努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
蓬
田
村
の
益
々
の

発
展
と
皆
さ
ん
の
健

康
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

メモ
卜 現 住所／〒221 神奈川 県横 浜市神奈

川区 子安台1 -16-16/ 登045-434-

9943  生年月 日 ／昭和37 年５月29 日･･

出身 ／蓬田 ／良一氏 長男･･ 家 族構成／

独身卜 好き なも の／囲碁･･ 経 歴／八戸

高専 土木工 学科卒 （昭和58 年３月 ）／

（ 株）測地設 計入社 （昭和58 年４月 ）／

運輸 省東京 空港 事務所採 用（ 昭和59 年

４月 ）／同 丘珠空 港事務 所（札 幌）（昭

和60 年10 月 ）／ 大阪航空 局補 償課（ 昭

和63 年４ 月 ）／ 運輸 省第二港 湾建設 局

東京 空港工 事事 務所 （平 成３ 年４ 月 ）

～ 現在に至 る。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

はちのへ　　 たかあき
八 戸　 孝 聡

めま た　　 ゆう すけ
沼 田　 祐 輔

ほそ や　　 こう いち

細 谷　 巧 一

純　一

敏　子

富士男

喜美子

聡

眞　弓･

長　 男

長　男

長　 男

おくやみ申し上げます

張山　ナミ（広　 瀬　87 歳）

室谷　コヨ（蓬　 田　87 歳）

小山　 ミマ（蓬　田　84 歳）

加藤　継悦（郷　沢　44 歳）
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